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劇、S乞eg腕ed成立過程におけるGenevieveの形成

赤 木 富 美 子

La　Formation　de　Genevieve　dans　la　gen6se　de　Siegfried，

Fumiko　AKAGI

　　3’癖セ4，jou6　pour　la　prem量色re　fbis圭e　3　mai　1928，　a磁arqu引a　date　de簸aissaRce　d’un　grand

auteur　dramatique，　Jean　G圭raudoux．　Ce£te　piさce，　u蘇e　adaptat圭o藍sc6nique　de　son　roma難Siegfrted

ou　leゐiMoUSin，釦t鼠chev6e　apr合s　u狂mi賊ieux　travaB　d◎燵o麓ad6緯d6cri£les　dif琵re難tes　6tapes．

　　Dans　cette　ge煎さse　de　Siegfried，簸ous　avons　remarqu6　une　6v◎王撹ion　int6ressante　des　personnages

驚】鍛ini簸s．　Des　perso紺1ages　6pisodi（蓬ues（iu　roman，　deux　femmes，　Eva　et　Genevi6ve，　sont　deux

h6ro血es　qui　r玉valisent　comme　symboles　des　deux　pays，1a　Fごance　et　rAllemagne．

　　E鍛suite簸ous　avGns鋤lys6　sur重out　Geneviさve　e難P◎ursuivant　le　trajet　qu’ehe　a　parcouru　pour

repr6se撹er　fi且a王eme鍛t　toutes　les　q雛alit6s　d’une　femme　girarducie照e　et　donner　le　ton　a　la　derni合re

scさne　comme　un　espoir　（i’e獄tente　e勲tre　Ies　de雛x　pays盒ca慧se　de　son　amour　pour　L‘rAlle狙an（1”

Siegfried．
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第1章
　　Giraudouxが，1922年に発表した自作の小説5∫θ騨εd　ou　le　LiMousinから，4幕の劇

Siegfriedをつくり，　1928無5月3臼，　L◎uis　Jouvetによって　Com6die・Frangaiseで

初演された時まで，誰も彼を優れた劇作家であると予見できたものはなかった。「Giraudoux

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
の流儀は，劇形式に調和しうるとは思えない。」　ものだったのである。劇作品とは，儀はりも，

　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
「それぞれ異なる登場人物と筋2　が必要であるのに，　Giraudouxの小説は，　「人物がなく，
　　　　　1：3）
筋もない」　と云ってよい変った小説である。彼は1923年，　SiMon　ie　Path6tiqueに手を入

れた時，原文を少しもかえず，章の順序を入れかえ，ある女主人公に関する事柄を，他の全く別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
な女主人公のものにしてしまったという資料さえ研究されている。　最も劇作品になりにくい小

説から，　Giraudouxがどのようにして，1つの劇を，しかも劇作家としての輝かしい道を彼に

開いた劇を，っくっていったかは，興味ある問題である。　Siegfriedが，　Giraudouxの小説

のうち，劇に変化した唯一の作品であるだけに一そう興味深いものを含んでいるといえるだろう。

いかに唐突にみえようとも，作家にはこの作品を劇形式にして，しかも上演まで注意深く兇守る

だけの理曲はあったわけで，　Giraudouxは，問に対してその動機を嗣確に答えている。第一一は，

彼が小説Siegfried　ou　le　Limousin　i　C　X’現したのは，ドィッとラランスの関係だったのであり，こ

の問題は彼にとって対話の形で，非常にくっきりした対立の形で境われてきていたが，それは劇と

いう形式を要求するものであったこと。次に独仏両困の闘題は，「世界で唯一の重要問題」であった

から，舞台でしか表わせない広さと響きをもって扱うべきだと考えられたことであるという15）

　最初Giraudouxは，これを映面にする予定で，主演はCharles　Boyerとまで考えられていたそ

うである。しかし小説がLou圭s　Jouve重に提示され，彼や友人たちの助欝によって，　Giraudouxは

そこから1つの劇をつくりだす仕事にとりかかった。劇が上演されると，殆んどの批評家が讃辞

を送り，もっとも酷しいものも，　「対話の幻惑的な巧みさに敬意を表し、偉大な劇作家の誕生に
　　　　　（6）
脱幡した。A

　勿論Giraudouxは，信じられているようにいともたやすく小説から劇をつくりあげたのでは

ない。細かい点のために何度も場面全体をかき直し，多くの変遷を経て，決定的な形ができ上っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7｝
た。この様々な段階は，　Alb6rさsの研究によって朋らかになっているが，　まだ発表されない

原稿もあるので，技術的な面からの劇作家Giraud◎uxの研究は，今私のしようとすることでは

ない。　しかしこの夏，小説から劇になった第一段階の　5ノ磁’幻yon　Kleist　という作晶

と，その他の書き直し断片を，自分のKlで読んでみて，私はGiraudoux劇の女性という観点か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8｝
ら面白い変化に気ずいたので，それを調べてみたいと考えたのである。

　小説では主役ではなかった1人の女姓Genevi6veが劇では　Siegfried　の恋人として重要な

役に発展していること。これは誰の鼠にも明らかなことで云うまでもない。だがこの女性を充分

に劇で表現するまでの各段階には，小説から劇になることによって変ってくる女性の役霧弓にっ

いての考察や，小説では表現されていないのに患いがけず劇においてつよく現われたところ，ま
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た劇化によって女姓の表現のなかから失われたもの，そしてこれらすべての変身を通して，徐々

に浮び上ってくる女姓についての重要な観念，などがおしよせる波のように間題化してくるのが

感じられた。今私はこれらの閾題を，小説Siegfried　ou　le　Limousin一劇Siegfried　yon

Kleis　t　－　1・1演された形での劇　5嫌弼εd　と各階階を追って比較し，その他の書き複し断片

も参照しながら分析してみようと考える。

　まず大体の骨組であるが，小説の方は，批評家のいうとおり，種々の話が並んでいて，きわ立

った主役もないといってよい。しかし中心には劇と國じ筋を辿ることはできる。鋳てドイッに学

んだ「私」が，雛大な戦争の間に前戦で行方不明になった幼友だち，F◎restierを求めて再びドイ

ツに行く。実はForestierは，記億裟失のま㌧ドイツ軍に救われ，　Siegfriedという名でドィッ人

たちの人気を…一身に集めるドイツの指導者であり，自分がフランス人であることさえ知らない。

これらの消息を斉してくれたのは，「私」の留学中の親友だったドイツ人であり，詩とロマンの園

として「私」が愛するドィッ人らしいドィッ人のZelteRなのだが，彼は今，ドィッを彪大な株式

会社にしてしまおうとする　Siegfried　とその友人たちに反対して，空想的な変革を夢みている。

彼をたよってミ＝ンヘンにきた「私」は，思い繊のわき山るまs，敗戦の圏ドイツの印象を小

説のあらゆる場所にちりばめる。碧子供を殺された母親のすべてが死んだ時，平和はその1歩を

ふみ鶴すだろう。」（P．476）という考察や，ドKツ人のフランスに対する憎しみも描写されている

が，特にZeltenの妻であったフランスの女性Geneviさveと，　Siegfried　を助け見守ってき

たドィッ娘Evaとを比較するなど，あらゆる機会と材料をとらえて1“’　Kッとフランスの対照が行

なわれている。さて「私」は，　　S玉egfriedの記億の繍復を希って，フランス語の個人教授にこ

とよせてさまざまの工夫をするが，彼をドイツから奪われまいとする反対勢力も大きかった。や

がてZeltenは，革命に失敗して園を遮われる。追放の命令をもってきたSiegfried　に　Zelten

は，何の資格で君はその命令を伝えるのか。と質問，　Sieg劔edが「ドイツの代表としてjと答

えると彼は，磐にその資格はない。　「Kleist君はドィッ入ではない」と暴露する。（P．5231　Sieg　．－

friedは別荘に身をかくす。後を追った「私．3は，世界各困のニュースをよませっ￥祖繭を探し

求めているSiegfriedを見繊す。　「私」は彼がフランス入であることを告げようとするが，逆に

Genevi合veが病院で死にかかっていると報らされる。結局彼が祖困を知るのは，死の尿のGene－

vi6veの枕許であった。　Genevi6veは　Siegfried　がフランス人であったことを彼のために喜

び，フランスに帰って自分の遺産を受取るよう云い残して異国に死ぬ（P．530）。　小説の最後は，

眠っている　Siegfried　と，彼がやがて1灘覚めた時，その名を記した幼時の写真を示そうとして

いる「私」とを乗せて，｝ぐイツからフランスへ汽車が圏境をこえてゆくところで終っている。

　私はすでに大分劇に近ずけて小説を解説したが，この小説からGiraudOUX独特の「dispa－

rate」なところを除いて：要点をとりあげてみると，　a＞物語りのはじまり　　b＞Siegfried

の経歴　c＞彼に甥実を知らせるためのフランス語の個人教授　　d）Zeltenの革命と失敗

e）Zeltenの暴露　　f）祖｛1ミ1を探し求めるSiegfriedの悩み　　g＞Siegfriedへの啓示。
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h）結末　となっており，これらはすべて，小説　Siegfiゼed　otde　Limousin　，劇化第一作

Siegfried　von　Kieist　上演された決定稿　5∫8g御θd　の全作品を通じて存在する要素である。

これらの要素が，どの人物によって実現されるかがポイントになると思われる。

　a）についてr小説では，Forestierの文章をドイッ人Siegfdedが盗作しているらしいことに気ず

いた「私」が，Zeltenとパリでめぐり会ってドイッへ出かけるところから始まる。劇Seigtrried　yon

Kleist（以下S．　V．　Kと略す〉では，　「私」を登場人物化したRobineau　がZelteRからの要請

で，Forestier（今はSiegfried）の恋人であったGenevi6veを伴ってドイツの町Gothaへ致着

したところから始まっている。　　劇　Si（顧θゴでは，　不懇議な過去をもったドイッの揚導

者　Siegfried　が両親を探していて，看護婦であり秘書でもあるEvaがその努力を扶けている

ところへ，　ZeltenのよんだRob㎞eau　と　Geneviさveが到着する。　小説では，「私」の心の

動きを中心にして物語が始まってゆくのに対して，劇では2作とも女性が（前者ではGeneviさve

後者ではEvaが）始まりを支配していることがわかる。

　b）d）e）－　Siegfried出現までの経過とZe玉tenの件は，三作ともほ1ま等しく，小説

は　Zeltenが大きく扱われ，　S．　V．K　でもなお重要な場面を占めているが，　Sie8t7ried　では

殆んど傍役になっている点が異る。　Siegfriedを　Forestierに戻すためのフランス語の授業

は，小説では「私」の役であるが，劇では2作ともGeneviさve　lこ振替えられている。

　f）g＞－　Siegfried　の複国探しの場面は小説では秘書の青年を相手に行われているが，慶

では2作ともEvaを相手に詰問する。ただその事実を知らせる役は，　S．　V．　K．ではEva，

Siegfriedでは　Genevi6veと変化している。

　h）一結末は後に見るように3作とも大変異なり，　S．Y．　K．ではSiegfriedの露邑濾がもどっ

て　Genevi6veの腕のなかで死ぬことになっており，小説と劇Siegfriedとは等しいが，どちらも

Siegfriedは記慮肇失のまs（小説では「私」と共に，劇SiegfriedではGeneviさveと共に〉フラ

ンスに帰ってゆくことになる。

　これらの主要素における変化を見ただけでも，劇化にともない，女性がずい分大きな役割を

果すようになったことは明らかである。特にGenevi6veは，小説でのZeltenの鋼れた妻と

いう端役から，Siegfried　の恋入として女主人公に発展，最終的にはSiegfrie　d以上の重要

な問題を含む役になっていると私には思われる。そこで第二章では，　Genevi合veとはどんな女

性なのか，一体どんな問題を提示しているのか，劇が最終的な変化を蒙ることによって，Gene－

viさveはどんな役割を果すことになったのか，　を見てゆくのであるが，その前に，岡じく女性

として劇で主要な役を占めるEvaの変化を開確にしておきたい。この女性はGeneviさveの対

立概念を示しており，その変化はGenevi合veの変化に大きな関わりをもつからである。

　Evaは，記憶を失って発見されたForestierを救い，彼にドィッ語を最初から教え，　Sieg－

frie　dという名を与え，彼の胴断な頭脳の申｛こ祖羅ドイツの救い主を冤出して彼を愛した女姓
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である。彼女は，　Siegfriedがドイツ人でないことを兇破っているZeitenの謀みを怖れ，妨

げ，　Siegfriedがドィッを棄てることに反対して最後まで闘って破れる女性である。いわば彼

女はドイッそのものの代表であり，小説でも劇でも従兄のZeltenに恋されている。彼女はどこ

でもフランス女Geneviさveと対比され，互の特微を際立たせる。小説では，　「私」が敬愛して

いた老博、i：Schmankoferの娘として耀｛かれ，　Siegfrie6　をフランスへつれ戻そうという「私」

の試みは，1つにはEvaとの戦として意識されている。初対漁からEvaは私に敵意を示し，

「私」も「この強情な人物のなかに，好々爺だったSchmanhofer氏の娘を認めるのに叢労したOf

（P　．443）　とノ父感を示レている。　Evaはまたフランスを穰｝んでおり，　「フランス人は地球上で最

も卑しい，最も残酪な煽民だO」と云う。「最も悪徳に染った雛眠，サドの圏ラクロの醜であるel

Ci）．476）彼女は金髪で青い照の均整のとれた美人であり，僑念の女姓であり，規則と道徳の申に

安住し強い意志で生きぬく女性である。小説では，凡てが「私」の懲を通しているので，　Eva

の描写も詳しく，フランス女Geneviさveと対称して描きizl：iされている。　Geneviさveがすぐ動

物たちと伸よくなるのに反し，　Evaはその色が自分の巌の色と詞じだからといって動物をよぶ。

「だが白い猟犬は彼女の白服を逃れ・ひわは彼女の黄色い服をさけた頭P・501♪「私はSiegfried

の好意が2人の．女牲の悶にゆれ動くのを感じた。彼はそれとも知らず，ある二謝厳をもって2っの

繊の間にためらう自分に驚いていた。それほど2入の女轍はそれぞれの圏の娘だったのである。

ドイッの娘は，i．1人や超人に思を馳せ，フランス娘は，自分と岡じような人閥に心魅かれる。想

1象Lの偉人がドィッで崇められ，現実の生きた偉人たちは，避難場所のようにフランスに憧がれ，
　　　，s

匡隊としての魂がないと云われるこの麟で，しばしば人問らしいその生を終ろうとするのは何故

だろう。コ（P．501－2＞　休暇に｝士1かけた小さな町でさえ，　「Genevi6veは，入江とカジノのサurン

が，太陽の光とエナメルで彼女を真珠のように生み出すような，正確にそういう場所にいつも座

るのに対して，　Evaは必ず，　ll∫漁局が，噴水や銅像を立てるような場所に座った。」（P．501＞こ

のドイツとフランスの対立は，また「私」とEvaとの争としても現わされているから，　Eva

σ）占める場藤は，小説では籟漁大きいと云ってよい。

　初めて小説を劇化した最初の作晶，　S．　V．K　では，小説の名残をとどめて，　Evaの占める

場睡は劇　Siegfried　でよりもずっと多く，それだけにより多くの＝ユアンスを与えられている

し，劇化に伴って，その悲劇的な役購から，小説にはなかった重さも加わっている。例えばS．

Y．K．の2幕2場には，　Siegfried　のもとの恋人らしいフランス女のIL｛二1現を心配した　Eva

が，彼女と共に彼を見守ってきた医師Schmeck教授を電報でよびよせるところがある。彼女は

フランス語の授業をこの女にさせるべきかどうかを迷い，　Siegfried　が過去を求めて苫しんで

いること，痩せたことを医師に倍げる。　Evaは　Siegfried　が心からドイツを愛しているのか

どうか心醜するが，Sch登｝eck教授は，ドイツに仕えるのにドイツを愛する必要はない，とEva

を励まし，Siegfriedの藷己憶を鳳復してフランスへつれ戻ろうとする企てに対してとるべき

一・切の措置を話す。これは劇の手法L，　Expos6を果す場｛量1であるが，　　Siegfried　の身を案ず
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るEvaの描写があるために，　Evaは深みを与えられ，邸象が強くなっている。また1幕5場

では，　Evaや友人たちが，　Siegfried　の71西帽の誕生日を祝ったのがきっかけで，　Siegfried

の心に過去のない苦しみが呼びさまされ，それをEvaに訴える場面がある。この場面は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛9）
音楽になぞらえて題された原稿の1っ，Fugues　sur　Siegfried　の中1こも，Lamentoとして描

かれているが，　Siegfriedを慰め励ますことによって，　Evaの，ドイッと　Siegfried　への

愛がよく表現されている。更に3幕6場では，Zeltenからドィッ人でないと云われたSiegfried

がEvaを詰り，自分が何処の国の人間なのか探り出そうとして，世界各国のニュースを彼

女に読ませる場面がある。　「君は憐れみを感じてくれるに違いないよ　Eva。魁は云わないよう

命令を受けている。それはわかっている。だが君は僕を愛している。君の声，君の様子が君を裏

切って僕に教えてくれるに違いない。J　Evaは，順々にニュースを読みあげていくが，或国のニュー

スをとばす。欝められて　E－「漉稽なニュースをとばしたのよ，象をのせた列車が駅で衝

突したんですわ。」S－「では僕は鉄道事故や野性動物に熱中する麟の国民なのだ。だったら僕に

はそれが大ニュースなのだ。どこの駅？。コ彼は入って来た士富にBriveという駅はどこの圃か

ときs，フランスという答を得る。　（Evaに陶って）「私の名は？」「Jacques，」「Jacques

Forestier　だね？　多分。」「そうですO」

　Siegfriedが記憶喪失の閥のなかから，初めて自分の圏と臼分の名を知る重要な場雄1にEva

が相手役だということ，これはEvaに大きな比重がかけられていたことを示すし，小説から劇

へ移行したはじめは，「私」の重要な役割の1つをEvaが担っていたことを示す。更に現在残
　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
っている断ll’の1つ，3幕2場の翌作　には，　Evaの美しい台詞がある。革命に失敗したZelten

の暴露を怖れたEvaが，　Zeltenに会おうとするSiegfried　fe，とめる場面である。　「私たち2

人の閤で初めて，いつも与える役だった私が頼むのよ，おねがいですe　Zeltenに会わないで！

7年前，嵐に会ったことのなかったあなたに，嵐には用心しなくてはいけないこと，余り高い木

の下へ行ってはいけないことを教えた時のように，何もきかないで私の云うとおりにして！　私

は今でも嵐を予兇する力を持っています。近ずいてくる嵐をさけましょう。」

　これらの場颪はEvaに，敗れた祖圏を愛し，その救い主Siegfriedを育て愛した女性，彼をフラ

ンスへひき戻そうとするZeltenや，フランス人の恋人や友人や，そしてS玉egfyied自身の内部の力

に対して，絶望的な戦を続ける悲劇の女性としての陰影を与えている。もしこれらの場面が残さ

れていたら，それはEvaに細やかな，いくらか弱々しい女性の邸象をつけ加えたかも知れないも

のであった。しかしBvaの本質は，大きく，力強く，均整のとれた彫刻のような美しさにあり，

この後の改作は，すべてEvaを単純化し，彼女のこの颪を強調するように方向づけられたと思わ

れる。Genevi6veにおいては，すべてが閥いかけなのに対して，　Evaは感歎符なのだとSiegfried
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　り　　の　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
自身が評している劇3‘βg醒εdH銚決定稿3’θ顔密dでつけ加えられた第1幕第1場は，最初から

Evaを有能な秘書兼看護婦として充分に表現している。彼女はSiegfriedに面会を求める将軍たち

の会見の時闘を決め，取次役のおしゃべりにも「誰がお書舞に意晃を云いなさいといって？」とびし
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やり口を封じるなど，断圏とした役柄に描写されている。終幕に近い3幕5場の山場では，Sieg－－

friedを聞にして，フランスを代表するGeneviさveに向って，ドィッを代表して彼をひきとめる

ための濡々たる弁論をくり拡げる。しかしこれも，Geneviさveの沈黙と，人間的な小さな事実と

いう力の鵡に，その力を際立たせるための空しい義務論と英雄論を展開する役でしかない。劇

SiegfriedでEvaにかき加えられた部分はみな感歎符Evaを，偉大な英雄的な，大げさなドィッ娘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　り　　の
Evaを強調するものばかりである。そしてEvaに陰影と悲劇的感動をつけ加えた筈の，習作の断

1†やS．　V．K．の各場・面は省かれ，　Siegfriedにその園の名を知らせる重要な場癒1は，全部Gene－

vi6veに移されたのだった。

第2：章：

　さて，　Geneviさveを分析する前に，理解を容易にするため，こsに　S．　Y．　Kと　Siegfi’ied

の対比を簡単な表にしておこう。

Siegfried　von　K歪eist Siegfried

1－l　　Go撫aを望む宿の一整 1－l　　Sieg£r三edの住厨の待合塾

Gencviさve　Rob韮ne＆u Eva　Mu改（取次役）下僕

Gは夜中に突然よばれて　Robineau EvaはSieg£riedのために重要会議を断

にドイツへつれてこられ、宿禽に着 り、親探しの準備をととのえている

いたところ

2　Ze正teB鑑匿ck　Johar生 2Eva　Zeltenム勲ck

2入を呼びよせたのはZe王te盤の謀みだ Zと£の鐵論、ZがSiegfriedに反対の

ったことがわかる。 意志を承す

3Ze玉ten　Eva 3Ze1£en　Muck

女性は男性よりも長生きするという MがZのスパイとわかる。Zは、明日の午

Zel乞en　の女性論。 後何かが起ると予告。

4Z．　E．雛騒ck，親たち，　S三eg蟹ed 4臨ck，親たち。
子供を探している親たちとの無、｝の薦会 親たちの様々な描写，金部右のサロンへ

の場，Sの澗親は兇つからない。 　　　　　　　　　　　、入ってしまっ。

5氾va　Siegf∫圭ed撫ck 5Ge臓eviδve　RQbinea嫉

Sieg艇ed　のなげきの場 岡じ広間ヘバリから到蒲したところ。行

方不明の恋人F◎rest圭erの話。

6Zelte捻Robineau　M犠c鑑 6Zel£e蒸Robl鷺e乱u

将軍2人通過
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ZとRの再会、ZはGenev呈eveを
左とほぼ同じ。

Sieg翫iedに会わせる意図を謡る。

　　　　　　　　　　　　　・　、
7Ze玉ten　Genev三eve鼠◎bi誼eaB 7　岡じ

Gの驚き， SiegfriedはF◎res£ierであったことがわかる。

8Siegfried　G．　R．氾va 8　岡じ

纂実を知らぬSはGにフランス語のレッスンを依頼する。
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II－1Muck　Fon宅ge玉oy　Schmeck H－1　Sleg鯖dの居獅！

2人の泥棒，笑劇の場。 Ge琵evi6ve　Robinea臆

Gは広間とパリのForesti前の部縢との

対照におどろくがFo∫estierの好んでい

た尚像画を見つけて鵜望をもつ。

2Sch顯eck　Eva
2　（ミenevi6ve　Siegfτi〔ミ（圭

Evaが心配をうちあける場醐。 GはSの身の上話をききFores重重eエのド

イツ観も物語る。写真を兇せようとした

晴事件がおこってS去る。

3Geneviδve　Robineau

S圭eg£ried　と　F◎restierの部屋，好みの

比較，隅じ肖像画を見つける。

4Geneviδve　Siegfried

右の2場によく似ている。

5Ge礁ev圭δve　Fo搬呂e圭oy 3　岡じ

2世紀半薩，フランスを追われたユグノーの子孫である将軍との対話，

終に大砲の音が聞え異変が起った らしい様子。

6G．　F、将軍2入，　Eva 4G．　F。　Eva

革命と　Zelten　が権力を握った事情が齎される。

7Geneviさve　Siegfried 5　【司じ

脱患前にGに会いに立戻ったSはただ1つ記憶に残る言葉ravissan｛を

告げることで愛を告白する。 き

lI至一1薫座のある広間 III－11幕と同じSieg£r圭edの住厨

M縫ck，　Gertrude　Eilers，労働者，引越手 Muck取次人，後Zelten

倣人 Zel重enの革命は炎敗し，　S至egf童iedが

王になったZ磁enにパリから電報が来 入々の寵児になったことが話される。

ている挿話など小説と岡じ。 追放の身でZelte漁が現われGeneviδve

を睡ばせる。

2酸uck　Zelte烈 2Zelte鳶Siegfried£va　2人の将軍

追放命傘を伝えるSにZはドイツ入でな

いことを暴露する。

3M、　Z。　Rob量neau 3S韮egfried　Eva

Z戯e鍛のドイツ論 Sは　Evaを詰問するが　Evaは知らな

いと云ったまま去る。
4M、　Z．　R．ユダヤ入の死刑囚

笑劇的場面

5　右の2場に同じ
6　Sieg丘ied£va　：ヒ餐ぎ 4Geneviさve　S圭egfτ至ed

Sは祖國を探り出すためEvaに各燗の Gはドイッに止まる決心を話すがSはド

ニュースをよませ，遂に嶽分の名と灘を イツを失った悲しみを語る，Gは見かね

知る。 てSがフランス人F◎res£童erであること

を明かしてしまう。

7Ge鍛eviδve　Siegfried　その他 5　Genev呈δve　Eva　Sieg£ried

Gはドイツに止まる決心を話す。Sは濤 Eva　はドイツ入としての栄光を，　Gは

分の恋入だったとわかったGを見ても， フランスでの幸福を説くが，Sは決断す

何も思い出せないと打ちあけGは失神す ることが廊来ないまま幕。

る。
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　瞬じような場面でも，台詞が洗練されていたり，簡潔になったりしている違いまでは，紙数の

都合で記載することができないので，大体の内容の比較にと団めた。これらの改作の大部分は，

集串化という劇の重要な手法のための粛：きかえであるが，しかしそのためにGeneviさve　の受け

た変化や，それにも拘らず，残され強調された部分によって，　Geiievi色veがいかに形づくられ

ていったかがこの章のテーマである。

1）　Fille　n舞turelle

　　Genevi6veとは…体どAな女性なのか。まず小説でのflli約：からそれを拾いだしてみよう。そ

の特徴の第一は，　　掘e　naturelleというt、．1葉で現わすことができるだろう。彼女は　Evaと

ちがって，あらゆるIE当なもの　入澗の定めた法律，道徳，義務といった概念の一一一反対物である。

「私たちは彼女を熱愛していた。偵∫故なら彼女は，世界がいやいや生み出し，文朋が彼女をドら

ない凡ゆる不遇でおしつぶすことによって復墾しようとする，自然の強さ，または弱さの1つだ

ったからである。ki∫故なら彼女は不倫のt’であり不倫の母であり離婚しており修道院脱幽者であ

り，その他もろもろのものだったからである。彼女は社会に向ってチ供らしい疏漿で自分を辮護

したが，そのザ三漢は，ケチな良心に灰しいところがなく法に叶っていると思っている人々を赤商

させた。　『魂、は不義のfだけど父はヒ院議員でした。私は修道院を出てまっすぐQuintinのアト

リェに来たけど夏だけしか神様を信じないの。私は離婚したけど続いて夫と暮しています。私は

戦争中ドイツ人だったけど2度フランスに来て死児を産みました懇など……。」　tl’．417」だが

fiile　naturelle　という誘葉には，私生児という池に自然の娘という意味もある。彼女はどんな

廓件も予見することができず1914年7月29卜｛に低ま也ドイツ人と結婚している。つまりジャンヌ・

ダルクの処刑の前夜，きっとKギリス人と結婚したにちがいないような女性である。けれども自

然の要索や，魂にだけ関わるものは，簡でも見透すことができて，八百屋のおばさんや，門番の

おばさんの中にも，人悶そのものの寛大さや救いや不幸を兄抜くことができた。彼女の唯一・の希

いは，1人で住まないことであり，恋人に捨てられると，又次の相手をみつけ，18ケ月毎にちが

う恋人と暮していた。

　彼女は彫劾家である。　le　Figaro紙がmダン以来の天才とほめても，彼女の…番の楽しみは，

胸像の銀に編み棒で穴をあけることなのだ。　Evaにはよりつかなかった動物や小鳥が彼女には

みんななついた。15ケ囚の世界各国に対する礼儀さえもわきまえたEvaが，1駕然の風景を前にする

と，“－ilかしら不自然さとぎa”ちなさを感じているのに，　Geneviさveは新しい異隔の風景の中で

第…［言1嚢もわからない人々の醐でも楽々としている。　ピEvaは，　Geneviらveがその単純さで

満たしている風景と海をそこから免れさせようとして，様々の｝埜史を物語る。だが，Genevi合ve

が魚釣りをしたり，クmケット遊びをしたりするだけで，島は突然その朧甕から純化され，ミノ

トールの祭の翌1ゴ｛に，カンデイの娘たちにだけ許されるような体息を我々に与えてくれるのだっ

た。」（P　．　Jr　eo）こうした素朴な自然にもとずいた入澗と人閥との触れ合いこそ，フランス的と名ず

けられるものなのだろう。それこそ「バリの東駅に一藩近いレストランで，チェコや英園の大窃
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命者と，その給仕をした地方IS｝のギャルソンとの聞に，変らぬ友情が芽ばえる箪さの原鵬屡（P．5011

なのだろう。ともあれGeneviさveは，法律や道徳や身分をこえて人閥の間題を見ぬき，不幸に

手をさしのべることのできる女である。彼女は死の床にいながら，自分がドィッ人でないと知っ

て苦しんでいる　Siegfried　のことを余り気にやむので，　「私」はとうとう彼が何園人なのかを

告げ報らせる破麟になる。彼女は　Siegfried　がフランス人であったことを喜ぶ。　「彼が他の外

園の町の生れだったら同じような好意を覚えなかったというのではなく，たゴフランス人である

ことほど，きちんとした生活や法則に適する状態はないと悪われたからである頭P．528＞彼女

は自分が私生児であることで卑屈になったことはなかったが，きちんとしたものに憧れを抱いて

いたのだった。　Genevieveは，何一・つ持たずにフランスに帰っていく　Siegfried　に，36才の

自分の生涯から残ったものを遺贈する。　ヂ時々は　Solignac　の私の家に庄んでくれるよう，ま

た私自身の一部を相続してくれるよう」依醸する。「こんな風にして彼女は，自分と共に滅びゆ

くべきものと，　Siegfried　の新しい過去の中に植えられるべきものとをわけることに，その宵

を過した。」（ibid）。小説はこの後，　「私」と　Siegfried　がフランスへ陶う汽輩の申で終るのだ

から，小説における　Genevi6veが，いかに端役とはいっても，深い印象を与えるということが

理解できる。この「小さな弱々しい」（P．416）フランス女は，フランスのよいものを…身に現わ

しており，祖園に帰っていく　Siegfried　の申で生きつづけてゆくべきフランス的要素を示して

いるのである。彼女が　艘e　natureHeであり，規則外の存在であるということは，具体的な

個々の人間という立場を最も重視しようというフランス的思考と考え合わせて，璽要な意味をも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くll｝
つと思われる。作家と作晶をあれほどきっぱりと分けたGiraud◎ux　に対して作者の意図を問う

のは愚かしいことだから云わないとして，少くとも作晶が劇にかわった後にも，もっとも強く残

されたのは，この要素であったことは確である。しかもおぼろにしか表現されていないこの要素

は，劇の第一作，第二作と稿を重ねるにつれて明確な意味を持ち，その場所を拡大してゆく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　働
　SiegflriθCl　ou　ie　Limousin　から，劇化の習作らしい断片の1つ　　が生まれた時，その1幕1

場は，　Zeltenの依頼に応じたRobineauと，彼に連れ出された　GenevibveがGothaの町の

宿についたところから始まっている。おそらく　S．　ZK．よ．りも前の原稿らしく思われるこの作

品でも，すでにGeneviさveはZeitefiの妻でなく，Siegfrie　dの元の恋人という役にかわっている

が，彼女の自由な，偏見にとらわれない性格はそのま＼描き出されている。今どこにいるか当て

てごらんと云われて，　Geneviさveは自分は幼い時から適てものがわからないといつも玉子と答

えたのだと無邪気に話す。　G－「どうして私を連れlkしたの？　愛しているから？。jR－「いや

そうちゃない。」　G－「でも一緒に住むのでしょう？。」　一「何故いけない？。」G－「そうね。ぢ

ゃいSわ。それで充分。私の希みは愛することちゃなくて，1人で暮さないことなのO」そして彼

女が身寄りのない弧独な女性で，夜隣の人が無意識に大きな溜息をつくのをきくのがどんなに好

きかを語る。　「それは現実の苦しみに私が溜息するのを免れさせてくれるし，木の中の風のよう

に誰か人閥の中に生活の凡ゆる音をきくのがどんなにい、か！　おねがい，私が賦りこむまで音
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をたてSいてAa　o」　　この断片と，　S．　V．K．を比べてみると，＆凱κでは，玉子の話は省略さ

れたし，Robineauに「愛しているから？」と訊く部分も雀略されている。これは　Genevi6ve

の描写を余り細かくして特異な荏在にすることをさけるという効果を斉したし，　Robineauと

Geneviさveの友情を余り強調しないことによってGenevi6veの　Siegfried　への愛を純粋な

ものにするという結果をつくり出している。上演された鋼　Siegfriedの第1幕はEvaから初

まり，　Geneviさveの登場は5場であるが，　Genevi6veの身に閣わる大事だというZeltenの

電報で　Robineauに連れ繊された事情は閣じで，身寄りのないことも語られる。しかしこsでは，

夜となりに人の気配がするのが奮びだという台詞すら省略され，「この世で私に関わりのあるこ

となんて何もない。　Jacquesの死以来，　Jac（luesの行方不朋以来なんでも…。llという書葉が増

加している。これは　Genevi6veが小説でのような独立した個性から，徐々にある役舗へ向って

集巾化していくことを示す曲線だといってよいと思われる。　Genevi色veは，葬常にっよいSieg－

friedへの～本の線1：におかれて劇の中を歩みはじめている。しかし彼女が，抽象的な栄光や，

人聞のきめた義務でなく，目常生活の人聞的なかかわりの中に，自然の中に生きる女性であり，

それを子供らしい欝葉で表現するという特徴は，劇　Stegfried　にだけある　Evaとの対決の場

で，遺感なく発揮される。E－「私たちは偉大な場面にいるのに貴女はそれを卑しくしているわe」

G－「氏索妊もわからないあわれな犬が，どうして今フランスを代表する値打ちがあるように思

えるのかわからないわ，ごめんなさい。でも私はこんな争論をしたことがないから，他にJacques

に云うことがないの……　　犬だけがJacquesを待っているのちゃない。あんたのランプも，

郵便箱の頭文字も，あんたの街路樹も……　人々以外の凡てがフランスではあんたを待っている。

こXでは入々以外は何もあんたを知らない。何もあんたを見ぬけない。」（M－5＞

2＞Femme

　今まで　Genevi6veが小説でも劇でも1つの異体的な過去をもった，つまり綴性をもった存在

として描写されるのを兇てきたが，こsで私たちは抽象的な問題に遭遇する。小説ではSiegfried

＝＝　Forestierの親友であったF私」という男性に，すべての重要な場面が委ねられていた

のに，それが殆んどGeneviさveに移されたということ，これは劇になって上演された場合，何

よりも，重要な役劇が女性に委託されたということなのである。小説という，意識に展粥する文

字の激界では，男性か女姓かという区崩は一番先にとびこんでくる問題ではない。考えてみれば，

奇妙なことなのだが，現実の世界では，その服装によって，その声によって，その姿によって，

この区別が，まず醸に入ってくるのである。劇の世界も岡様である。登場人物の圏籍は，縛に不

明な場合もある。だがそれが男性か女姓かは，つねにIX別される。　Genevi合veは儲よりも女性

として舞倉に現われなければならないというこの事実によって，　Geneviさveを　Genevieveた

らしめる側人的過去とその好み以Lに，紬象的な女性という観念によってかたどられることにな

る。　　Siegfriedに関する3つの作贔と断片では，女性という観念がどんな風にGenevi銚e　を

形づくってゆくかを晃てみよう。まず小説で一般論として女性が論じられていて藤白い指摘があ
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る。親友をフランスへつれ戻ろうと決心している「私」に対して様々の妨審が起るが，その1つ

にEvaとの争論があった。その時「私」は，韻手が女だからといって容赦しない。女性が弱々

しくこわれやすいものだというのはうそで，　「戦場に出て以来，死を斉す鉛や鉄や鋼をひきつけ

る磁石が宿っているのは，ずっとずっとこわれやすい勢性の身体の中だ，ということを知ったので

ある。コ（P．468＞まちがいなく女性は男性より長く生きるのである。この考は小説の中で再びくり

返され，死んでゆく　Genevi6ve　の欝藥として兇出される。　「Kleistさん（Siegfried　のこと）、

あなたの繊会った最初のフランス女が，わけもなくこんな風に死ぬところを兇るなんて，ほんと

についていませんわね。でもフランスで女性はとても強いことを保証しますわ。未亡人はフラン

スでは，やもめさんよりずっとずっと多いのですもの。」（P．528）だが作者はGeneviさveという

女姓をこのつよさから除外している。　「私はいつもGeneviさveだけは女性の中で唯1人，私よ

り先に死ぬ人だという感じがしていた。だから私が彼女をどんな風に迎えたかおわかりだろうej

（P．477＞「昔，私の女姓に対する怖れは，彼女たちが嚢重で，すぐなくなってしまうと信じてい

たことから来ていた。……最初一寸ふれるのも，それから手でさわり，それからしめつけるの

に私があんなに怖れた，わが青春の女友だちの中，誰もまだ呼んで答えないものはない。」〈P．　469！作

者はこの強さからGenevi6ve　を除外した。彼女は爵年時代の「私」の夢のように，こわれやす

い女盤なのである。小さく，もろく，だが軽やかに事物の本当の姿を冤ることのできる女性。一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹
Marie　jeanne　Dury女史は，　L’Univers　de　Gii’audou）C　　の［－1，iで次の様に述べている。「　Girau　－

dOUXの本の中で娘たちは軽やかさそのものであり，男たちは宇宙の重さそのものであるO」（P．13）

「彼女たちは木々が人聞の友だちであることを知っており，生きものの1つ1つ，事物の1つ1
　　かたわら

つの傍に，それを理解できるものにする鍵のように居る。」（P．11）「彼女たちは生命と全的な契約

を結んでいて，もっともっまらないものの1’i’；にも生命を慈しむのだ。J（P．16）　小説から劇がつく

られた時，Geneviらveが形どられたのは，この女性の観念であった。響作の断片でも，決定稿の

劇　Siegfried　でも，彼女は誰かが連れてこなければ，フランスを一歩も離れないような女性で
　　　　　　　　　　｛11D
ある。断片の1幕1場　では彼女は「Paris以外Mont　Saint　MichelとVezeleyしか行ったこ

とがない」　と話している。劇Siegt7riedでは，　G－「餉1いわ　Robineau　。J　R一芦怖いって何が

？」G－「こxにいることが……　昨夜は一晩中特急事の申であんたの云う通りついて来たこと

を後悔していたのO」ほ一5）だがこの弱々しい女性は，苦しんでいる人閥に真直共感できる感覚

を持っている。彼女は祖i淵を失って苦しんでいる　Siegfried　に云う。　G－「そしてあなたは，

この兇知らぬ顔の中に何もC”らんになりませんO」　S－「責臼さが，何か後光のようなものが，多

分大きな憐れみが兇えます・JG－「あ㌧，運命が秘密を1人の女に託したのがいけないのです

わ。私はもう黙っていられません。どんなことでも起るがいS。私が露葉の効果を少しもあやつ

れないのを恨まないで下さい。……　私は金部…度に云います。これなんです。あなたはフラン

ス人よ。あなたは私の許婚者よ。Jacques，それはあなたよ。」翻一5’政治的配慮も，楊手のシ

ヨックを怖れる理姓も無駄である。彼女は大きな憐れみの感情で相乎の苦悩をわけ合い，凡てを
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放棄してしまう。だがこうして人間の心にまっすぐ入りこんでゆける女性は，また一切の人工的

な不自然なものを否定して，宇宙の本質的なあり方を感じとることができる。2つの圏の間で迷

い悩む　Siegfried　に向ってGenevibveは云う。　「人類の半分は苦しまないで名も国も変える

ことができますわ。少くとも半分，女性全部が。コこの台詞は，　S．V．　K．にも　Siegfried　にも

共通して存在している重要な台詞である。女性は祖国も岡胞もすべてを棄てることができる。そ

してそれは愛のためである。こsで　Ge且eviさveの第3の特色，　fernme　amoureuseという要素

を分析することになる。

3）Fe撫me　amoureuse

　Zeltenの恋人という，小説での設定から，　Siegfried　のもとの恋人という劇での役割に，

Genevi6veがおきかえられた時，　Siegfriedにその過去を斉す「運命の人」　（S．　V．　K．1－6・

3∫θψ’841－6Zeltenの倉詞〉の役劇が彼女に与えられただけではない。もっと重い愛の問題が彼

女に負わされたのである。　Geneviさveの，愛する女という形象は，段臨を追って劇の完成が進

むにっれて，一般に愛する女というイメージから，1人の人問を愛する女というイメ～ジへと凝

集されてゆく。断片ではまだ詳しく織かれていたR◎b醜auとの酒脱な友情を省略したことによ

って，　S．　U．Kでは　Forestierの恋人という位置が1そう強まったし，　Siegfried　では，

Forestier以外，何の興味もこの世にないという醤葉によって，一そうその愛は浮情的になったと

いえる。このことを強調するために，　S．V．K　で作者は，　Sieg出edの口をとおして美しい描写

を見出している。S－「私は貨女に再び会ったのです。さっきは貴女の上に見なかったものを見てい

るのです。微笑んで悲しみを消そうとしているこの悲しげな讐。牡羊に向う牡羊のように光に向

ってたSかっているこの一寸つき出た額……（彼女を見つめながら）……そうだ，光は今まで一

度も世界申でこんな互角の敵を児出したことはない。世界申の光全部が，恰度貴女と岡じ璽さで

釣合っている。」（ll－7＞光の璽さについてのやs難しい台詞は　Siegiiedでは略されて簡単に

なっているが，その他の部分はそのまsで，悲しみの陰を一身に集めたこの女性に　Siegf漁d

が魅きつけられてゆくさまをよく示している。　Siegfriedは，自分がフランス人であることも，

Genevi邑veの恋人であったことも知らないまsカナダ人だと名乗ってフランス語の個人教授に

来た　Geneviさveを愛するようになる。　Geneviさveは，彼がJacquesであるという器葉を抑

え，　　Siegfriedが自ら記憶を回復するのを待つ。それはまたドKツの指導者である　Siegfried

をそのま㌧認め，その運命を見守ることでもある。次の場面は，S．ZK．で初めて創造された

ものだが重要な意味をもっている。　Napol60nがLouis　de　Bavi6reにフランス語を教えた田付

についての会話である。G－「いsえ，正確には1805年6月7日ですわ。jS－「すごい知識です

ね。llG～「前から知っていたんぢゃないんですのよ。一昨田からのことですの。あなたにお会い

してから私はこの圏を知りたいと思うようになったのです。この融の歴史，この国の生活を一

フランス語の授業と交換に，ドイツ語の，ドイツの授業をして頂こうと思っていたんですの。私

はこSにずっといることにしました。小さなドイッの少女をモデルにして，あなたの燭の彫刻家
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と～緒に勉強したり一そして私の訪問を嚢こんで下さるのだったら，屡々あなたにお霞にかx

って一。何ケ月か後には，出来たらドィッ語であなたにお話したいと一。J（田一7）　この場面は決

定稿では，　一「何て素晴らしい市庁でしょう／　1574年に建てられたんですわね。1575年にで

きた塔より何て吉く見えるんでしょう。」　一「すごい知識ですね。」　一「仕入れたばかりの知識

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｛5〕
ですわ・llと変っているがを残りの部分は，少しも変えられていない。

　　Geneviさveはだから必ずしもSiegfriedの認憶を戻しフランスへ連れ帰ろうとしていたので

はないのである。人閥が，或る1人の人聞を愛したら，そして愛するということが，この世界で

たS“1人の人間を他の人間から区別しその人のすべてを理解しようとすることであるなら，その

人の国，その匡ゆ歴史，その国の生活を知りたいと希うのは自然なことである。その人が国に深

く結びつけられているなら，自分もその国に止まろうとするのは臼然なことである。　Paris以

外ほとんど何処にも行ったことがなく，ドお＼！　Geneviらve，鷺はそんなにまでドイッを知ら

ないのか！　それぢゃ40人の留学生を除く他のフランス人と金く同じだね」蜥片ぼ一1Robineau　O

台詞）と云われたGeneviさveが，甫庁の建立年代まで正確に覚えるほど霧の顯に興昧をもったの

は，愛する人の生きている困だからである。逆に藪うと，入はある国の1人の人問を愛すること

によってはじめてその国と結ばれる。その煽の歴史，建物，習慣のすべてが白分のものになる。

このように眺める縛，燭籍の鋼とは一体何だろうか。人間同志が，下らない圏の利害関係や法律

や習慣のかSわらない深さで愛し合うことによってしか，国と圏との反霜は解決され得ないので

はないか。2つの圏の反冒という大間題を燗人の間題として受けとめ解決しようとした作晶の意

図がこ￥に結晶しているとみてよいのではないだろうか。Geneviさveを，このような深さで愛し

得る人闘に形づくることによって，麟は1つの大きな悶題提起とその答を提示する結果になった

と云うことができるだろう。次にこの愛は，周蟹人であるということや，過虫の経歴に支えられ

るものではなく，互に互を知ろうとする現在と未来に存在している。Siegfried　yon　KleistでSieg－

friedがEvaを詰問して鷹ら　Jacques　Forestierだと知った後でGenevi6veに云う台詞でそ

れが明らかにされている。　一「どうして認は昨日よりも僕からずっと遠くに行ってしまったの

だろう。昨摂は愛が，このドィッ人をこのフランス娘の方へ導いていた。……　君のすべてが価

のつけられないほどの贈りもので，思いがけない恩恵だった。宿での出会い，悪の訪閥，それこ

そ僕の本妾の思い出，唯一つの思い出だった。……　今君が話してくれる共に送った生活は僕に

はっかまえられない。君が僕にそのことを話してくれても，すべては死んだまsなのだ。」　（M　－7）

この場爾は決定稿ではすっかり憲かれ，　Genevieveの口から　Siegfried　の前身が明かされる

と，すぐEvaが入ってきて，　　Siegfriedを閲に，2人の女性の対決の場につづく。恐らく愛

のこの微妙な変化は，劇の中にもりこむには余りに復雑にすぎ，印象を弱めると考えられたのだ

ろう。だが新しい愛にこそ希望があるということ，　　Siegfried　と　Genevi6veの希望と共に，

ドィッとフランスの希望があるということ，このことは，決定稿のすっか1）書きかえられた第4

幕で，充分に表現され，強い調べを奏でている。そしてこのことが劇の終りを飾ったということ
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は，Geneviさveの愛が終幕の大きなテーマになり，結論にさえなったということである。

　今まで見てきたさまざまの改作が，たY’1つこの方向をさし示していたことに，今やわれわれ

は気づかざるを得ないが，事実上，Siegfrted　von　Kleis　tの第4幕をなしているFin　de　Siegllried

と，決定稿Siegfried　a）第4幕とを比較することによって，これからこのことを証萌して結論としよう。

第3章
　　Fin　de　Siegfried　全体は，金く　Siegfriedの記憶の蘇りと，彼の死に捧げられていると

云ってよい。　（そして　Geneviさveに支えられながら死を前にして述べる　Siegfriedの灘葉は，

小説でGenevi6veが死の床で述べる需葉と少し似ている）。ミュンヘンの近く，　Nympkenb◎urg

の城の中に咋1ヨから　Siegfried　が身をかくしにきている。彼は自分がフランス人であると知っ

たが，まだ記憶は戻らず，ドィッとフランス両大圏の間の申立的な王国に身をよせようと考えて

いる。幕があくと秘かに　Siegfried　賭殺の命が伝えられ，1人の男が公園にかくれる（s．D。

城の中では城主の　Saxe　Altdorf公がR◎bineauから事情をきかされている（s．2）。公は別れ

を告げに来た　Siegfried　に向って，ドイツとフランスの両圏民が本轟に知り合うことこそ世界

の重要問題であると説き，フランスに帰ったらそれに協力してくれるよう要請する。がSiegfried

はまだ自分臼身さえ見出せないと嘆く（s．3）。　現われたGeneviさveにもその悲しみを訴え

た後　Siegfhed　は公園に出かけてゆく（s．4＞。やがて頭に傷を受けて運びこまれるSiegfried。

彼はこのショックで記憶を圓復し，傍にいる人々にこまやかな贈りものをしてGeneviさveの腕

の中に死んでゆく（s．6＞。簡単にしか述べられなかったが，こsではSiegfriedが幕全体をお￥い

Genevi6ve　はほんの傍役に止まっているといわねばならない。この終を中心に，5∫εψ’ε4　yoη

Kleistを兇なおすと，成程GenevieveはZeltenの恋人からSieg鉦edの恋人には変ったし，　Sig－

friedにフランス語を教えるという「私」の代りをつとめて，どんどん重要な意味を与えられて

はいるが，　Siegfried　の身を案ずる場面はEvaに，その楓国と名を知らせるのもEvaに留

保されており，小説で死んでゆく唯一の人物だった　Genevi色veの役割も，　Siegfued　に移っ

てしまっている。　決定稿の第4幕で，　Siegfriedが記憶をとり戻すことも，暗殺されることも

変更し，　Saxe灘tdorf公の台詞だったドイツとフランスを共に担った人物としてのSiegfried

の未来を階示する役割もGenevi6veに与えることによって，それまでにGeneviさveの受けてきた

1つ1つの変化が光を浴び，大きな意昧をもて）ことになったのである。Evaの愛の描写を極度に

制限して，Sieg倉iedに本名を明かす役劇もGeneviさveに委ねたこと，．これはとりも直さずGene－

vi6veの愛が中心に強調されるという結果を麟指すことだった。　Geneviさveの愛とは先に見たよう

に，フランスの女が，唯一人の人物を愛することによって，その入に結びつけられた異国に心ひ

かれ，その国を愛しようとすることなのだから，それはフランス人が本嶺にドイツを知ろうとす

ることであり，それはSaxe灘tdorf公の云うように，世界で最も重要なドイツとフランスの閥題

なのである。決定稿Sオθρ彦詔の第4幕は，すべてこういう意図をもって描かれたように私には

思われる。
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　舞台は，フランスとドイッ国境の小さな税関の駅。凡ゆる点で対照的な2つの風景が真申の属

に見えぬ線を堺に展開している。まだ夜が明けない。Sieg飯edに先廻りしてここについたGene－

v至さveと税関吏の場。　Siegfriedをひきとめようとやって来た2人の将軍の場の後，秘かにフランス

へ旅立とうとしてSiegfriedが到着する。決心を変えないなら，ドィッ人　Siegfried　は死んだ

ことにしてほしいと云う2将軍に向って彼は，「最も相反する美徳と悪徳さえ共存している人間

の魂の中に，ただドイッという語とフランスという語が並ぶことを拒むのはひどすぎる。私は霞

分葭身の内部に整壕を堀ることは窪分に拒否します。私がフランスに帰るのは，ドイッの牢屡が

釈放する最後の捕虜としてではない。新しい知識の新しい心の最初の桐続人としてなのだ。さよ

うなら，あなた方の汽車はもう出る。　Siegfried　と　Forestierがあなた方にさようならを云

います。1と別れの需葉をのべる（s，3）。彼は　Geneviさveを見出しておどろくが，彼女は1昨

日来　Siegfriedから隅を離さず，　Siegfried　がドイッの夜に別れを告げていたのを，案じな

がら見ていたのだと語る。　Siegfriedは彼女から過去の霞分の話をきく。　Genevi合veは

Forestierの記憶が戻るのを予感する。そしてなお彼女は　串ieg髄ed　と出会ってからの3田間の

思い出を語る。「過去ですって！私たち2人のためには，もうそれを探さないで！私たちは新し

い過去を持っているではないの。それはたった3日にすぎないわ。…この3繍間の過去が私にと

っては，もう10薙もの過去を消してくれたのよ。」汽笛がなる。軍くいこうと云う　Siegfried

に対して，　Ge鍛eviさv6は，国境のこちら働で云いたいことがあると彼をひきとめる。彼女は今

まで1度もドィッ名で彼を呼んだことがなかったことを述べ，「　Siegfried，あなたを愛して

いる。」と告げる。これが　Geneviらveの最後の台詞であり，この劇の最終の台詞である。

　以上のように，くり返しかきかえられた変化の辿って来た道は，蘭化への，集中化への道であ

ったが，それによってGeneviさveという1人の小さな女がフランスを代表する存在となってゆ

き，「私jでなく女性がその重い役を挺ったことによって，彼女の愛が，フランスとドKッとい

う大きな問題にかかわりをもつことになった。人工的な法律や偏冤をこえて，自然の大地に立っ

て生きる時，そこに生まれる人閥岡志のつながりこそ，この世界でもっとも大切なものだという

テーマに支えられて，　Genevi合veが小説でのイメージを失わないまs，殆んど主役といってい

い役割を果すようになる経過をわれわれは見たのである。フランスとドィッの国の利審という抽

象的な問題を，この劇は個人の問題に還元したことによって，具体的，人間的真実にひきもどし

たと云えるだろう。Giraudoux劇の女性が，固くてゆがんだ人の世の掟をこえて，自然な真実の

生命に語りかける役を与えられていることは，よく云われるが，この作品もまたそうした女性を

中心にひきよせながら，劇を形づくってゆく過程を辿ったと云えるだろう。
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資料として贋いたtextesはTh6δtre　comptet，　Neuchatel　et　Paris，　ldes　et　Caiendes，16　vo正，　in－8°，1945

－ 1953，tome　I，　Siegfried．　suivi　de　Fttgues　sur　Siegfried　et　Fin　de　Stegfrie（1．　tome　XH，　Variantes　1，

Sie　9fr　ied　von　Kteist，　adaptat三〇n　dramat三que　eR　quatre　actes　de　Sie　9fr　ied　et　te　Limonsin．劇Siegfried

の最初の完全なmanuscrltで差）る。　Fragments　lnedits　de　Sie　gfr　ied一断規は全部で20あ｝），　h，h，1－4，　Is，

1－6，｛・4，1・2，1・2，II－3，　II・4，　II・2，　III－i，　III・2，　IV－1，IV・2，　IV・i，　IV・1，　IV・1，　IV・2の順で並んでいる。大体欝かれた順である

という説明がある。

　！」、言党1まJean　Giraudoux，　Oeuvre　ro7rurnes（ltte，　t．1，　Grasset　1955

王，P．139→・Lamento，　P．161－166．

16id，tX夏1，P．193－198

Jean　Giraudoux：Racine，　Grasset，1930
η冨δ’rεcompiet，　XII，　p．145－152，　Frag田e磁s　in6dits　1．

M－JDurry：L’Univers　de　Giraudoitx，　Nizet，1975，なお，　C・E，　Magnyは，　Evaをドイツの伝説のブリュン

ヒルデにたとえ，Giraudouxの作品では，肯定されないVierges　guerrieresだとしている。
（Pr乙cieux　Giraudoux，　P．93－4．｝

　　　　ノ　ハ　蹄θσ〃θComρlet，Xll，　P．146

　　　　　　　　　ノ《j’ai　desire　connaltre　ce　pays，　son　histoire，　sa　vie》の後に決定稿Siegfriedでは　Cette岨1eとつけ加わって

いる。
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